
第1部 調査の概要 

 

１．調査目的 

 本調査は、男女平等についての考え方、仕事や生活の状況、男女間における暴力についてなど、市民の男

女共同参画に関する意識や実態を把握することにより、今後の男女共同参画施策の参考とする。特に、令

和３年度からの第３次男女共同参画基本計画の策定にむけて、項目や指標の参考とすることを目的とする。 

 

２．調査の方法 

（１）調査対象  大阪市内在住の 18 歳以上の男女 4,000 人（外国籍住民を含む） 

（２）抽出方法 男女各 2,000 人を各区の住民基本台帳から人口・年代により層化無作為抽出。 

（３）調査方法 返信用封筒同封による郵送（無記名 自記式） 郵送による督促状１回  

（４）調査期間 令和元年８月 23 日～９月 25 日 

  ①調査票発送 令和元年８月 23日（金） 

  ②督促状発送 令和元年９月５日（木） 

（５）調査項目 ①男女の平等、家庭や結婚生活などについて 

  ②ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）・地域活動について 

  ③女性の活躍推進について 

  ④配偶者・パートナー間の暴力について 

  ⑤男女共同参画に関連した制度や施策などについて 

  ⑥自由回答意見 

（６）設問及び回答の改定 

本調査は、意識や日常生活の状況の変化や動向を概観することで、大阪市の男女共同参画

施策の促進に資することを目的に定期的に実施してきた。そのため、社会情勢、男女共同参

画施策の動き等や激しい時代の変化に対応するため、設問及び選択肢の改定を行った。 

（７）調査実施機関  

大阪市立男女共同参画センター中央館（クレオ大阪中央） 

  指定管理者：大阪市男女共同参画推進事業体 

     代表者：（一財）大阪市男女共同参画のまち創生協会 

 

３．回収状況 

回収数（回収率）：1,015 通（25.4％）※うち有効回答数（有効回答率）1,005 通（25.1％） 

図表１ 回収状況［経年比較］ 

調査年度 発送数 有効回収数 有効回答率 

令和元年度 4,000 1,005 25.1％ 

平成 27 年度 4,000 1,128 28.2％ 

平成 25 年度 10,000 3,495 35.0％ 

平成 20 年度 3,000 1,110 37.0％ 

平成 16 年度 3,000 1,228 40.9％ 
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市民の意識や行動の変化をみるため、大阪市において実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」（平

成 27 年度実施、平成 25 年度実施）との比較を行った。また、全国との比較のため内閣府において実施した「男

女共同参画社会に関する世論調査」（令和元年度実施）を参照した。 

各調査の概要は次のとおりである。 

 

図表２ 大阪市男女共同参画市民意識調査、内閣府全国調査「男女共同参画に関する世論調査」の概要 

【大阪市男女共同参画市民意識調査】 

 今回調査 平成 27 年度 平成 25 年度 

調査時期 
令和元年８月 23 日～  

９月 25 日 

平成 27 年８月 21 日～  

９月 10 日 

平成 25 年 10 月 30 日～

11 月 30 日 

調査対象者 

大阪市内在住の 18 歳以

上の男女 4,000 人（外国

籍住民を含む） 

大阪市内在住の 20 歳以上の男女 4,000 人（外国籍

住民を含む） 

抽出方法 男女各 2,000 人を各区の住民基本台帳から人口・年代により層化無作為抽出 

調査方法 返信用封筒同封による郵送（無記名 自記式） 郵送による督促状１回  

有効回収数（回収率） 1,005 件（25.1％） 1,128 件（28.2％） 3,495 件（35.0％） 

 

【内閣府男女共同参画社会に関する世論調査の概要】 

 全国調査  「男女共同参画に関する世論調査」 

調査時期 令和元年９月５日～９月 22日 

調査対象者 全国 18 歳以上の日本国籍を有する者 5,000 人 

抽出方法 層化２段無作為抽出法 

調査方法 調査員による個別面接聴取法 

有効回収数（回収率） 2,645 人（52.9％） 

 

 

集計結果について 

※結果は特記のない限り、百分比（％）で表示し、少数点第２位を四捨五入している。このため、百分比の合計値

が 100.0 にならないことがある。 

※数値や図表中の「n」は、質問に対する回答者数で、回答比率はこれを 100％として算出している。 

※複数回答の場合は、百分比の合計が 100 を超えることがある。 

※「SA」は１つ選択する設問、「MA」はあてはまるものすべてを選択する設問である。 

※本年の調査から調査対象を満 20歳以上から満 18歳以上に拡大したが、10代は４名とサンプル数が少ないた

め、グラフでは 10 代の表記を割愛している。 
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４．回答者の属性 

（１）年代 

回答者の年齢構成は図表１のとおり。なお、調査結果を見る際、回答者の年齢構成と実際の大阪市全体の年

齢構成に差異があることに留意する必要がある。 

 

図表３ 回答者及び大阪市全体の年齢構成 

 
回答者数 割合（％） 

大阪市全体 

人口（人） 割合（％） 

合計 1,005 100％ 2,360,183 100％ 

18 歳・19 歳 ４ 0.4% 48,760 2.1％ 

20 代 86 8.6% 342,632 14.5％ 

30 代 125 12.4% 370,786 15.7％ 

40 代 184 18.3% 421,415 17.9％ 

50 代 156 15.5% 351,193 14.9％ 

60 代 192 19.1% 301,673 12.8％ 

70 代以上 239 23.8% 523,724 22.2％ 

無回答 19 1.9%  

男性 

合計 416 41.4% 1,134,995 48.1％ 

18 歳・19 歳 ２ 0.2% 24,457 1.0％ 

20 代 34 3.4% 167,588 7.1％ 

30 代 44 4.4% 185,733 7.9％ 

40 代 67 6.7% 211,480 9.0％ 

50 代 70 7.0% 176,695 7.5％ 

60 代 86 8.6% 151,940 6.4％ 

70 代以上 110 10.9% 217,102 9.2％ 

無回答 ３ 0.3%  

女性 

合計 567 56.4% 1,225,188 51.9％ 

18 歳・19 歳 ２ 0.2% 24,303 1.0％ 

20 代 51 5.1% 175,044 7.4％ 

30 代 79 7.9% 185,053 7.8％ 

40 代 114 11.3% 209,935 8.9％ 

50 代 83 8.3% 174,498 7.4％ 

60 代 106 10.5% 149,733 6.3％ 

70 代以上 128 12.7% 306,622 13.0％ 

無回答 ４ 0.4%  

令和元年６月末日現在の年齢別人口 

※合計の人口数は、17 歳以下と年齢不詳を除く数値。 
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（２）性別 

 

（３）職業 

 

 

 

  

図表４ 性別 

図表５ 回答者の職業 
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（４）家族構成 

 

（５）配偶者の有無 

 

図表６ 家族構成 
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（６）子どもの有無と人数 

 

 

 

（％） 

  

 
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答 

全体（n=621) 14.7 33.6 9.9 2.1 0.6 1.3 

性
別 

男性(n=248) 13.7 33.4 9.1 2.2 0.5 0.0 

女性(n=368) 16.0 34.7 10.8 2.1 0.7 0.4 

その他・答えた

くない(n=3) 
0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 18.2 

年
代
別 

２０代(n=8) 7.0 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 

３０代(n=64) 19.2 24.8 6.4 0.8 0.0 0.0 

４０代(n=115) 19.0 34.2 6.5 2.2 0.0 0.0 

５０代(n=89) 16.0 26.9 10.9 1.9 0.0 0.0 

６０代(n=142) 11.5 49.5 9.9 2.1 0.5 0.0 

７０代以上

(n=199) 
14.6 44.4 17.6 3.3 2.1 0.4 

図表８ 子どもの有無 

図表９ 子どもの人数 
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